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1　はじめに
　学習にはいる前の生徒のレディネスを調べることは，学習の目標を達成することができ
るかどうかに関わる重要な意味を持つことである。文部省学習指導要領により全国的に同
一内容の学習活動が展開されるわけであるが，中学生のレディネスが同一レベルにあるか
どうかについては不明である。
　今回，木材加工の学習で木材の 「繊維の方向と強さ」を指導する前の生徒のレディネス
について調べた。中学生が持つレディネスについて若干の知見が得られたので報告する。
2　調査方法
　調査対象は，長崎県離島の小規模校（中学1年生の学級数1），島根県山間部の小・中規
模校（中学1年生の学級数3），大阪市都市部の中・大規模校（中学1年生の学級数9）の
3校である。調査の時期は多少異なるが，いずれの学校も1学期当初に技術・家庭科の木
材加工1を履修しているので，条件は同一と考えてよい。調査人数は3校計112名（男子89
名，女子33名）である。
　実施したレディネステストは，木材加工1の「繊維の方向と強さ」の学習を対象とした
ものである。木材加工1（設計の部分のみ）の指導計画を図1に示した。図1からわかる
ように，材料の学習の中の「木材，接合材料」が終わった後，「繊維の方向と強さ」の学習
の前に実施した。
　テストの内容を図2に示した。問題番号1～3は，引っ張り・圧縮・曲げのそれぞれの
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荷重に対する物体の変
形を答えさせるもので
あり，生徒が木材の繊
維の方向といろいろな
荷重に対する強さを学
習する上で習得してお
くべき必要な概念であ
る。問題番号4～6は，
木材の繊維そのものに
関するものであり，木
目と混同することなく
正確に繊維や繊維の方
向が把握できているか
どうかを調べるために
設定した。
才旨導言十画
　　　（設計の部分のみについて示す。）
木材加工1：簡単な木製品の設計と製作
1設計（9単位時間）
　（1）木製品の特徴……（1単位時間〉
　（2）機　能・・……・……（1単位時間）
　（3）材料・…・・………（2単位時間）
　　・木材，接合材料…………………　（1単位時問）
　　φ繊維の方向と強さ…・…・…・……（1単位時問）…顔象ζ醸な薦叢
　（4）構　造・……・・……（2単位時間）
　　・繊維の方向を考え捻じょうぶな構造……
　　　　　　　　　　　　…・…・・（1単位時間）
　　・その他のじょうぶな構造………（1単位時間）
　（5〉構想のまとめ……（1単位時間）
　（6）構想図のかき方…（1単位時問）
　（7）構想図……………（1単位時間）
3　結果及び考察
　図3は，問題番号ご
とに3校の正答率をま
とめたものである。．
　問題により正答率に
かなり差があるが，問
題番号1～3は90％以
上の正答率，問題番号
4～6はいずれもそれ
より低く50～90％の正
答率と，3校とも類似
した結果を示している
のがわかる。異なる県
内の学校であるにも関
わらず類似した傾向を
示していることは，共
通する要因によるもの
として興味深い。問題
番号1～3の荷重に対
する物体の変形につい
ては，非常に高い正答
率を示している。ゴム
やスポンジの伸び縮み，
重い荷物で物がたわむ
図1　指導計画
レディネスデスト
1年　組　番．氏名
次の各問いの（）の中のもっとも適当なものに○をつけなさい。
1．ゴムを引っぱると，ゴムは（伸びる・縮む・曲がる）。
2．スポンジを両側から押すと，スポンジは（伸びる・縮む・曲がる）。
3．うすい板に石をのせると，板は（伸びる・縮む・曲がる）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　義
4．下のような板の模様を（繊維・木目）という。
　　　　　　　　　　　　　　模様
5．木材は細い（繊維・木目）が痘くさん集まってできている。
6．下のような板の模様の方向と繊維の方向とは（同じ・ちがう）方向
である。
図2　レディネステスト
藤木・小川・杉山・野澤：木材加工領域における中学生レディネス 189
等，年齢が低い頃から生活の中
で体験し強化されてきたことで問題番号
あるため，このような結果を示
したものと考えられる。このよ
うな生活体験に関しては，地域
問の差がほとんど見られないこ
とがわかる。これに対し，問題
番号4～6の木材の繊維や木目
についての正答率は，問題番号
1～3に対していずれの学校で
も低い結果を示している。前時
までに学習済みの事とはいえ，
生徒の理解がやや曖昧で知識と
しての十分な定着ができていな
い。このことは，木材の繊維と
いうものが未知の概念であった
ことや，木目に較べて視覚的に
捉えにくく，どうしても抽象的
な理解が求められた事などが影
響しているのではないかと考え
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　レディネステスト正答率（学校別）
正　答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　20　　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　100
られる。一般に，年齢が低くな問題番号
　　　　　　　　　　　　　　　　男子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100）
るほどより体験的な学習が必要　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　女子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100）
であると言われるが，やはり，
問題番号1～3の解答で予想さ　　　　男子
　　　　　　　　　　　　　　2れる体験的で具体的な思考より，　　　女子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（93・9）
4～6の解答で予想される論理　　　　男子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（g5．5）
　　　　　　　　　　　　　　3的で抽象的な思考になるほど学 　　女子　　　　　　　　　　　　　　　　　　（93．9）
習が難しくなってくることがわ　　　男子
かる。また，学校間の正答率に　4
　　　　　　　　　　　　　　　　女子
はかなりの差があるが，これは
　　　　　　　　　　　　　　　　男子
指導した教師の違いによる指導　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　女子方法の違い，生徒の理解力の違
　　　　　　　　　　　　　　　　男子い，生徒数の違いなどがあらわ　　6
れたものと考えられる。　　　　　　女子
　3校全体の男女別の正答率を　※（）内の数値は正答率を示す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4　レディネステスト正答率（男女別）
図4に示した。
　問題番号1～3は，男女別の差はほとんど確認できないが，4～6は男子より女子の方
が数％高い正答率を示している。男女それぞれの被験者数が異なるため一概には言えない
が，興味深い傾向ではある。一般に，小学校から中学校1年程度までは男子より女子の方
が身体的精神的成長が早いといわれるが，学習に関しても同様の傾向があるのであろうか。
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今後解決すべき課題である。
4　おわりに
　長崎，島根，大阪の3校の中学校において，木材加工領域「繊維の方向と強さ」の学習
のためのレディネステストを行い，生徒のレディネスを調べた結果，次のような事が明ら
かになった。
　本研究の範囲内において，3校の生徒が持つレディネスは類似した傾向を示す。すなわ
ち，荷重による物体の変形に関する基礎的なレディネスは非常に高いが，木材の繊維に関
するレディネスはそれよりも低い。荷重による物体の変形に関する基礎的なレディネスは，
生活体験からの学習がなされたものと考えられ，非常に強力である。木材の繊維に関する
レディネスは，学校での学習によるものであるが，抽象的な未知の概念であったため十分
な把握がなされていなかったものと考えられる。
　男女間のレディネスの差は調査数がまだ少なく現時点での言及はできない。今後の課題
として研究を続けて行きたい。
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